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◇表紙写真説明◇

　首都圏を中心に地震に強い川づくりを目指し，堤防の耐震性向上
が図られる中，東京都東部の荒川と中川間に位置する中堤護岸にお

いては，鋼管矢板を用いた耐震強化が進められている。当該工事で
は，新設された鋼管矢板の受働側である河川内から既設構造体と改
良地盤の一体化を図る方法として，機械攪拌と高圧噴射攪拌工法の
複合技術であるWHJ 工法による地盤改良が適用された。同工法は
１工種で鋼管矢板と改良体との密着一体化が可能であり，かつ低変
位施工、環境影響に配慮した工法である。

河川護岸の耐震強化対策と
高圧噴射複合攪拌工法（WHJ工法）の適用
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